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■Avid S6 ／トライテック製品システム展示
コーナー

新 し い Mac ベ ー ス の Dolby Mastering 
Suite に よ るAVID S6 ＋TAC オ リ ジ ナ ル

「VMC-102」 モニタリング・コントローラー
でのDolby Atmos ステージを設備し、新しく
グループに加わったトライテック製品ととも
にシステム展示デモを行った。

また、Dolby Atmos ミックス・セミナーお
よび、開発者によるDolby Atmos に対応し
たThe Cargo Cult プラグインのデモンスト
レーションを行った。

■22.2CH ソリューションコーナー
22.2ch イマーシブオーディオ・ソリューショ
ンとして、32ch マルチチャンネルパワーア
ンプ「innosonix」やデジタルエフェクトプロ
セ ッ サ ー「Eventide H9000」、24 ト ラ ッ
ク・マルチチャンネル・レコーダー「Cymatic 
Audio uTrack24」、あらゆるモニタリング環
境に対応するスタジオ・モニター・コントロー
ラ「VMC-102」を用いて、プチ22.2ch 再生
環境を実体験。（写真下）

■ADDER　KVM コーナー
「DDX」および「Infinity」を用いた最新のKVM
マトリックスシステムをデモンストレー
ション。その他、4K 対応製品情報や、「XDIP」

「XD522」エクステンダー、多数展示しKVM
関連のソリューションの展示紹介を行った。

■Decimator Design コーナー
マ ル チ ビ ュ ー ワ ー「DMON-6S/DMON-
16S」を展示、マルチビューの詳細設定、機能
説 明 を 行 う。ま た「DMON-QUAD、DMON-
4S、DMON-12S」などのコネクター形状や、
放熱性、カメラ機器とのマウント例についても
展示紹介。

MD-CROSS/MD-HX の映像出力方式の変更
方法や、カラーパターンの出力例、入力可能信
号の確認及び素材信号に左右されず、出力信号
を固定する機能なども紹介された。

■Visonary Solution コーナー
４K UHD をネットワーク伝送でき、さらに
Dante Audio に対応したコンパクトなエン
コーダー／デコーダーによる伝送システムの
デモンストレーションやQSC のシステムとの
連携によって映像とマルチチャンネル音声を
伝送するシステムを紹介。

■オーディオ機器コーナー
オ ー デ ィ オ 関 連 機 材 と し て、「DirectOut 
Technologies」 MADI 関 連 製 品、「Cymatic 
Audio24ch マルチトラックレコーダー」、

「NTP /DAD 高品位 AD/DA オーディオイ

ンターフェイス」などを展示、Audio over IP 
(AES67/Ravenna /Dante) 製品も多数展示。
レコーディング関連機材としては、Millennia 
マイクプリアンプや、Burl Audio AD/DA コ
ンバータ、Yellowtec マイク/ モニター・マウ
ントシステムなどを展示した。
■Sonnet Technologies・One Stop 
Systems コーナーでは、映像系プロクリエ
イター・エディターのVFX、アニメーション、
カラーコレクション、レンダリング、編集等
の作業やVR 開発者向けの外部Thunderbolt 
3-PCIe 拡張ソリューションとして、Sonnet 
Technologies「eGFX Breakaway Box」

「Echo Express III-D」「Echo Express III-R」
及びOne Stop Systems「ExpressBox 3T- 
V3」などを展示した。（写真下）

■GB Labs コーナー
GB Labs 社FastNAS シリーズ、及びその新
製品「FastNAS F-8 Studio」を国内初展示。
隣接した㈱アスクブースと高速ネットワー
クにて相互通信による「SPACE シリーズ」

「Easy LTO」の実機デモも行った。
■iZotope デモンストレーションコーナー
ドローン撮影時のドローンノイズを消す新発
売の「iZotope RX7」、「Nectar 3」などのデ
モンストレーションを行い、映像編集ソフト上
での活用方法を紹介。

タックシステム　

「VMC-102」スタジオモニターコントロー
ラー：64ch 分のモニターコントロールが可能。
タッチパネル付きで AVID S6 コンソールのモ
ジュールに組込可能

▲発売されたばかりの「iZotope RX7」のデモ▲

放送局、レコーディ
ングスタジオ、 公
共ホール等の業務
用オーディオ・ビデ
オ及びコンピュー
タ の イ ン タ ー
フェース・ケーブル
を開発し、 販売を
行っている同社で
は、優れた設計・製

造技術とも相俟って、 定評のある柔軟かつ機械的強度に優れたケー
ブルや、 基礎・基本的な工学技術に於いて他社を凌駕する技術情報
の蓄積を活かした付加価値の高い製品作りをめざしている。
同社ではこのような高度な技術を活かし、イーサネットケーブル、
BNC コネクタ付き同軸ケーブル、110Ω AES/EBU デジタルオー
ディオ・マルチケーブル、吊りマイクケーブル、0.226mm2 ステレ
オマイクケーブル、高解像度チューブ・マイクロフォン・ケーブル
などを主力製品としている。
そのほか本展では、３極ー５極変換アダプター、120Ω ターミネー
ター、RoHS 対応の「DMX シリーズ」アクセサリーや、アメリカ
BTX 社のネジ止め方式のコネクタ「ターミナルブロックコネクタ」
などを紹介した。

PHONE : (0263) 52 0131
E-MAIL : sales@mogami-wire.co. jp URL : http ://www.mogami-wire.co.jp

モガミ電線株式会社

モガミ電線

三　友　
Leitz レ ン ズ、8K コ ン テ ン ツ プ レ ー ヤ ー

「Hyper CUBE」、4K/8K 対 応 光 伝 送 装 置
「THUNDERS 4K/8K」などを出展。
■ Leitz は 言 わ
ずと知れたライカ
のシネレンズの名
称であるが、その
Leitz35mm レ
ンズとRONIN の
シネマカメラ用ス
タビライザーを装
着して紹介。
■ Hyper CUBE「MHP-8000」 は、Black-
magic Design 社 Hyper Deck Studio 12G
を４台組み合わせた 安価な 8K 再生システ
ム。NHK メディアテクノロジーが開発した『同

期コントローラ』 により、4 台の再生機のフ
レーム同期制御を行い、8K 再生を実現する。
素材編集用コーデックと汎用SSD の採用で、
高画質（視覚的ロスレス）でありながら 安価
に8K 再生システムを実現している。
同期再生に必要な本体の設定を同期コント
ローラが自動的に設定し、再生を開始。Black-
magic Design 4K60P 再 生 機 を4 台 活 用
することで、安価にシステムを構築可能。素材
編集用コーデックの採用で視覚的ロスレス
を実現。他の圧縮型再生機に比べて高画質。ス
トレージは2.5 インチSSD を採用していま
す。パソコン用のため安価に入手可能。本体の
HDMI 出 力 は8K60p（59.94p）YUV422、
10 ビットのHDMI2.0 に対応。音声は非圧縮

（LPCM）48KHz、24 ビットに対応しており、
最大64ch の出力が可能。などの特長を持つ。
■4K/8K 対 応 光 伝 送 装 置「THUNDERS 
4K/8K」は光波長多重技術により４Ｋ信号及
び音声信号、TALLY( 接点) を、カメラケーブ
ルで伝送可能。

現在発売中のTHUNDERS 4K は、光波長多
重技術により4K 信号（3G-SDI×4ch）及び
その他音声信号や接点を1 本のカメラケーブ
ルで伝送する装置。新型THUNDERS は、12G
光変換モジュールを4 つ搭載する事で、8K1
回線と4K1 回線に音声ラインやタリー、シリ
アル信号など映像中継に必要な様々な信号を
カメラケーブル( 多治見/LEMO)1 本で伝送す
る事が可能。また、THUNDERS はプラグンイ
ンモジュールで、12G 光変換モジュールを追
加する事で8K の映像伝送が可能になる。
■ Wohler Technologies は、業 界 初 の イ
ンラック・オーディオ・モニタリング製品
の開発を30 年以上続けてきており、ファ
イルベースのコンテンツ変換を可能にする
RadiantGrid ™プラットフォームや、ビデ
オ、オーディオデータの高品質で先進的なモ
ニタリングシステムは信頼性も高く、これま
でに数々の賞を受賞している製品を開発して
いるが、本展ではその中で「Multi-Channel 
Audio- iAM Series -」を紹介した。

Leitz35mm レンズ

Hyper CUBE「MHP-8000」 「THUNDERS 4K/8K」 「THUNDERS 4K/8K」
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フォトロン　
『クラウド、IP を活用したトータルソリュー
ション 』をテーマに、クラウドやIP 関連製品及
び従来の映像制作システムを展示し、クラウド
とオンプレミスのハイブリット環境による新
たな可能性を追求した最新のソリューション
を紹介。また、ステージでのプレゼンテーショ
ンでは、各製品の詳細説明をおこなった。
4K HDR/8K に対応の編集・グレーディング等
の映像制作システム、ライブプロダクションシ
ステム、スポーツ/ 報道のグラフィックスシス
テム、ストレージ、プレイアウトサーバ、アーカ
イブ、ファイル転送システムなど、幅広い製品ラ
インアップとシステムインテグレーションで、
ユーザーニーズに最適なソリューションを提
案。また、AWS エレメンタルブースにて、自社
開発のメディアアセットマネジメントシステム

「Photron-miniMAM」、AI を活用したメタ生成
ツール「Curio（GrayMeta 社）」、クラウド･ ポ
ストプロダクション･ プラットフォーム「BeBop

（BeBopTechnology 社）」を参考出品した。

インジェスト　
ROHDE & SCHWARZ：IBC2018 で 発 表
されたハイパフォーマンス且つスケーラビリ
ティのある新製品の次世代メディアアセット
ストレージ「Spycer Node」を国内初出展。
また、「CLIPSER」と「ドルビー仕様コンテ
ンツ・マッピング・ユニット (Dolby CMU)」

「DaVinci Resolve」に よ る『 HDR コ ン テ
ンツのIMF パッケージ作成ワークフロー 』連
携デモのほか、「VENICE-S」の新機能による

『HDR-SDR 変換 』も紹介した。

ファイル変換　
Telestream：トランスコード、フレームレー
ト変換など、ビデオプロセッシングをワーク
フローデザインによってオートメーション化
する基幹ソフトウェア「Vantage」と、高品質
なアップコンバート、X264,X265 変換を高
速化させる「Lightspeedserver, G6」「Live 
Capture Streaming」をデモを交えて紹介。

編　　集
自社開発製品 TFX-Artist：国産・自社開発な
らではの柔軟性と高い技術力で、ユーザーの要
望を取り入れて進化し続けるテロップシステ
ム「TFX-Artist」を出展。
4K、8K テロップ作成に対応し、リニア編集だ
けでなくノンリニア編集においても柔軟な連
携が可能。待望のMac 版Adobe Premiere 対
応の「TFX-Pluguin」も展示し、実機デモにて
紹介した。

国産自社開発
テロップ制作
システム 

「TFX-Artist  
8K/4K」▶︎

Avid：業界標準４K 編集ソフトウェア「Media 
Composer」を始め、快適且つ強力な編集環
境を提供するNEXIS シリーズを展示。また、
初出展となるNEXIS ファイル管理システム

「MediaCentral｜Editrial Management」を、
アセット管理のエントリーモデルとして紹介。
さ ら に、ク ラ ウ ド ソ リ ュ ー シ ョ ン と し て

「MediaComposer｜Cloud VM」を展示した。

MediaCentral｜Editrial Management

フィニッシング
Blackmagic Design：HDR で 注 目 さ れ
て い るDolbyVision に 対 応 し た「DaVinci 
Resolve」グレーディングソリューションを
世界初の「ドルビー仕様 4K コンテンツ・
マッピング・ユニット (Dolby CMU)」 と共
に 紹 介。さ ら に、ROHDE&SCHWARZ 社

「CLIPSTER」と連携し、グレーディングから

IMF パッケージ制作までの一連のワークフ
ローを紹介した。また、次世代の 8K 放送を見
据えた8K グレーディングソリューションも展
示した。

デリバリー
自社開発製品 HARBOR ：撮影データの転送
や放送局への番組納品など、全国130 拠点以
上、月400TB 以上ものセキュアな大容量高速
転送で日本のファイルベースワークフローを
実現している映像業界専用のインフラプラッ
トフォーム『HARBOR』、テレビCM 素材のオ
ンライン送稿サービス『C.M.HARBOR』の運
用状況と実例を紹介。

New Tech
Jaunt：「360 °/3D/8K/120p」「 ハ イ ダ イ
ナミックレンジ」「タイムラプス」といった、他
のカメラで実現できない表現を可能にする

『JAUNT ONE』を展示。
魚眼レンズではなく24
個の広角レンズによる

「歪み」のない解像感の
高い表現で、圧倒的な没
入感を提供。

▶︎高品質立体撮影用
360°カメラ「Jaunt ONE」

自社開発製品iPhone/iPad 映像制作・編集ア
プ リ 「Photron-Mobile Video Creator」：ス
マートフォンやタブレット端末1 台で、撮影か
ら編集までが行なえる動画制作& 編集アプリ

「Photron-Mobile Video Creator」を展示。撮
影したファイルの粗編後に、クラウドストレー
ジ（S3）へアップ・共有することが可能になっ
た最新バージョンを紹介。また、ロケハンやイ
ンタビュー動画などの用途での活用も提案す
る製品。

リアルタイムグラフィックス
Vizrt / TrackMen：Trackmen 社 の イ メ ー
ジベースカメラトラッキングシステム「Vio-
Track F」に加え、マーカーレスでカメラトラッ
キングをおこなえる「VioTrack R」を国内初
出展。これらTrackMen 社のトラッキングシ
ステムと放送用リアルタイムグラフィックス
システム「Vizrt」とを連携し、スムーズで汎用
性の高いバーチャル/AR 演出を紹介した。

Spycer Node

カラーグレーディングシステム 
DaVinci Resolve 15  8K  4K HDR

■4K 12G-SDI 映 像・音 声 監 視 ボ ー ド 
「PROBE 12G」：映像・音声監視ソリューショ
ンの中核製品であるQuMax PROBE シリー
ズに、新たに4K12G-SDI 映像・音声監視ボー
ドPROBE 12G が加わった。順調に放送/ 通
信業界のユーザー導入が続いている2K 対応 
PROBE300 シリーズと組み合わせることが
可能であり、4K/2K 映像・音声監視を実現す
る。フリーズ/ ブラック/ ミュート等の一重監
視に加え、ITU-T J.144 標準方式をベースに、
画素・音声サンプルの直接比較（二重刺激）に
より、映像・音声ノイズやリップシンク等、よ
り緻密な4K 監視を実現する。
■4K/8K HDR 画 質 評 価 「VP4000」：VP 
4000 は、2160 59.94p フルサンプルの 

4K 基準画像及び評価画像の時間軸を自動補
正し、画素同士ピッタリと合わせこむことで、
輝度差分値 Y_PSNR と共に、ITU-T J. 144 
国際標準方式によるDSCQS（二重刺激連続
品質尺度）をフレーム単位でリアルタイム計
測可能な画質評価装置（エミー賞受賞）。その
評価精度は、ITU-R 500 シリーズによる主観
評価と同等である。さらに8K 画質評価及び
HDR 対応へと進化した。VP4000 は、エン
コーダ評価、現用・予備比較、バンク向け検査
等に最適です。ブースではHDR コンテンツの
画質評価、及び測定後のユーザ品質適合性判定
についてハンズオンで紹介した。
■4K/2K 映像・音声検査 「ProQ4000M」：
PC ワークステーション上で12G SD（I 3G 

Quad はオプション）もしくは4K ファイルに
対して、ブロックノイズ、ラインノイズ、プチ音
等一瞬のノイズをリアルタイムで正確にとら
えることができる、4K/2K 対応映像・音声検
査装置を提案。ブースでは、検査結果とエラー
キャプチャ―機能をハンズオンで紹介した。

K-WILL

主軸のNevion 製品をはじめ、以下の取り扱い
輸入ブランドを出展展示した。
◇Nevion：SMPTE2022-6/7、2110-10/ 
20/30/ 40 対 応 の 非 圧 縮3GHD-SDI/IP
伝 送、JPEG2000 ま た はTICO に よ る4K 
UHD ビデオのSMPTE2022-7 対応リダン
ダントIP 伝送が可能なVirtuoso（バーチュ
オーソ）IP メディアノード（ゲートウェイ）、
またマルチキャストストリームによる大規模
IP ビデオルーテングシステムのフルオーケス
トレーションを可能にするVideoIPath ( ビ
デオ・アイパス) マエストロ。IP ビデオ/ オー
ディオ、GPIO、シリアルデータ各種信号I/O を
持つFlashlink IP カードをフィールド運用に

便利でコンパクトなFlashcase に実装した
製品を展示。
◇Bridge Technologies：コ ン パ ク ト で
オールインワンタイプのIP ストリーミング・
RF QAM・TS ビデオ監視プローブ製品の
Nomad( 写真右）。
◇Stream Labs：IP オーディオ＆IP ビデオ
マルチフォーマットビデオのマルチビュー
アーを展示予定。オーディオ、ビデオ信号の品
質監視アラームGUI を装備した多チャンネル
入力のリモートモニター切り替えが可能な拡
張性に富んだマルチモニターシステム。
◇Volicon/Verizon Digital Media Service
法 定 同 録 用 途 に 多 数 の 納 入 実 績 が あ る
OBSERVER（オブザーバー）を展示。SDI ベー

スバンド及
びTS モ デ
ルをライン
ナ ッ プ し
コーデック
にMPEG2/
H.264 を搭

載し、マルチチャンネルで多彩なモニタリング
機能を実装。同録、モニター、レポート、ファイ
ル変換・転送が可能。データ解析、ソーシャル
メディア向けやOTT、ストリーミングサービ
スとの連携が可能。
◇Bittree：高品質A/V パッチベイで好評な
同社からアクティブ12G －SDI ビデオパッ
チに1x4 または2x4( 光SFP I/O) カードを
必要ch 分選択可能な高密度分配器が付いたユ
ニークな新製品を出展。アクティブケーブル
EQ やリクロッカを塔載することで接続ケー
ブルでの信号劣化の影響を受けないパッチが
可能となっている。またweb インターフェー
スからリモートモニターができるのもパッチ
盤としてはユニークである。

ネットワークエレクトロニクスジャパン
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伊藤忠ケーブルシステム　　　　　　
＊＊＊映像制作／放送関連機材部門＊＊＊

■4K/8K ファイルベースワークフロー
フィルムスキャナから始まり、インジェスト/
トランスコード/ エディット/QC/ ストレージ
/ アーカイブそして全体を管理する MAM の
各種取扱最新製品をフローで紹介。12 月から
サービスが始まる4K/HDR 関連のQC に注目
が集まった。
■システム周辺機器
IHSE KVM システム：信頼と実績の KVM シス
テムを出展。従来製品群に加えて, 1セットのキー
ボードマウスで最大8 台の PC を操作出来る
U-Switch を展示。またファイルワークフローの
システムは全てIHSE 製品で延長している。
Cobalt Digital SDR-HDR コ ン バ ー タ：
OPEN Gear プラットフォームに対応した 
4K 対応アップダウンクロスコンバータを出
展。オプション機能で Technicolor 社のアル
ゴリズムを使用し, SDR to HDR そしてHDR 
to SDR のコンバートを可能にした。その他 
PC モジュールも国内初登場した。
Apantac マ ル チ ビ ュ ー ワ ー：4K 対 応 の
HDMI 入力マルチビューワーを出展。マルチ
ビューワー機能に加え、KVM 機能を持ってお
り、複数のPC 画面をマルチビューで監視をし
ながら、必要に応じて任意のPC 操作も可能に

した。
■OTT 配信プラットフォーム
次世代OTT ワークフロー ： 入力から監視・マ
ネタイズ・ 配信ネットワークまで一連のイン
テグレーション例をワークフローに沿って紹
介した。
Bitmovin エンコーディング：オンプレミス・
クラウド両対応の高性能エンコーディングソ
リューションを、同社の特長である分散処理を
中心に紹介した。
視聴端末間のシンクロ再生/CDN 最適化：
・ Sync Live OTT： 低遅延かつ端末ごとの配

信映像のバラつきを完全に解消するユニーク
かつ実用的なソリューションを紹介。

・ Web RTC：配信ネットワーク（CDN）と
併用するP2P 配信技術。映像品質の向上と
CDN コスト低減が可能となる。

サーバーサイドダイナミック広告挿入：リニア
／ライブ配信においてテレビと同じ感覚で広
告を差し込むことができる、同時接続への耐性
の高いYOSPACE 社サーバーサイド広告挿入
サービスを紹介。
Haivision SRT： オープンソース化され、パケ
ロス時の再送要求プロトコルとして急速に普
及しているSRT の特長、採用事例をデモ映像
を交えながら紹介。

■リモートプロダクション、SDI over IP/4K/ 
　8K伝送ソリューション
映像伝送分野では話題のリモートプロダク
シ ョ ン、SDI over IP/4K/8K 伝 送 ソ リ ュ ー
ションの紹介を行った。
■クラウド ＆ AI ソリューション
・【新製品】ICS が新たに展開するSaaS 型ク

ラウドサービス“eVERY ( エブリ)”の紹介。
eVERY 上で動画素材の品質チェック、スト
レージ、アーカイブまでを実演した。

・スポーツのライブ映像制作を無人化。4 眼マル
チカメラとAI によるカメラワークで自動撮影・
編集を可能としたソリューションを紹介した。
＊＊＊プロオーディオ 部門展示エリア＊＊＊
AMS Neve 社： DAW 一体型スモール・アナ
ログコンソール｢Genesys Black｣ を展示。
MORSON( ㈱モアソンジャパン)： BWF-J に
対応した音声編集・ポン出しアプリケーション
を展示した。

ハーディング次世代フォーマット
（4K/8K/HDR）対応
オプション製品群リリース

ハーディング次世代フォーマット
（4K/8K/HDR）対応
オプション製品群リリース

〒141-0022 東京都品川区東五反田 3-20-14　高輪パークタワー
 TEL 03-6277-1851　　
 https://www.itochu-cable.co.jp/クロスメディアソリューション本部

HFPA-Desktop

HFPA-Server

HFPA-FX

HFPA-Viewer

テープベース、ファイルベース

ファイルベース

プラグインソフトウェア

専用ビューワー

シングルユーザー向けターンキーシステム

サーバ／クライアント型
ネットワークパッケージソリューション

Avid-FX    Avid用プラグインソフトウェア

EDIUS-FX  EDIUS用プラグインソフトウェア

解析結果閲覧用専用ビューワー

■ PDF レポート

■ HFPA-Desktop 操作画面

「光過敏性発作(Photosensi t ive  Epi lepsy:PSE)」発症の可能性があるとさ
れている動画シーケンスの解析、評価を行うフラッシュ・アンド・パターン・アナラ
イザソフトウェア製品として、パカパカチェッカーの業界標準ハーディングFPA
シリーズに4K/8K/HDRに対応した解析を行うためのオプションソフトウェアが
リリースされます。ケンブリッジリサーチシステムズ社が今まで培ってきた経験と
実績をベースに開発をした製品群は、既にリリースされているハーディング製品
にライセンス追加という形でオプション設定されますので、今お使いのシステムを
無駄にすることなく次世代フォーマットに対応することが可能になります。

ハーディングオプション製品群

4Kオプション：4K解像度のファイル解析が可能になります。
8Kオプション：8K解像度のファイル解析が可能になります。
HDRオプション：HDRコンテンツ（PQ、HLG)に対応した解析が可能になります。

SSL(ソリッドステートロジックジャパン)
◇10 月に開催されたAES 2018 でも展示さ

れて注目を集めた新製品の 2U アナログア
ウトボード「FUSION」が本邦初登場。

Fusion は、現在のハイブリッドスタジオに向
けて生み出された 2U サイズの完全アナログ
アウトボード。新たに設計された５つのアナロ
グツールを搭載し、ステレオミックスバスやス
テムの音色への色付けや重み付け、空間の付加
といった機能を、アナログ回路でしか成し得な
い柔らかさと繊細さで実現する。
SSL 固有のサウンドは、歴代のスタジオアナ
ログコンソールに搭載されていた、クリアなマ
イクプリ、クラシックな EQ とダイナミクス、
定番となったステレオバスコンプレッサーと
リッスンマイクコンプレッサー、そしてサミン
グバスといった SSL のユニークなアナログプ
ロセッシングツールによって成り立っている。
Fusion は、比類ないサウンドキャラクターと
多様に使えるアナログプロセッシングツール
セットによって SSL サウンドを新しい時代
へと導く。ハイブリッドスタジオのオーナー
のサウンド
パレットを
拡張し、また 
SSL の ス
テレオバス
コンプレッ
サーの最高のパートナーとなる。
◇SSL Live. L100 は、SSL Live コンソール

シリーズに追加された最新のコンソール
スペースが限られた設備や、サブミキサーと
して使用した場合でも最良の作業環境を提供
する。L100 は、12+2 フェーダーで構成さ
れるコンパクトなコンソールフレーム。チャ
ンネル、ステムグループ、Aux、VCA、マスター
など大中規模のライブシリースコンソールと
同様の機能を持ち、レイヤー/ バンク機能と 
Super-Q を活用してミックスが行える。
そしてより多くの物理フェーダーが必要な場
合のためにリモートフェーダーオプションを
用意している。リモートフェーダー、外部タブ
レットコントロールを使用し、より多くのコン
トロール機能を持つことができる。

◇放送系音声制作システム設計の既成概念を
変える、次世代のテクノロジー「System T」

真なる技術的革新と新しいコンセプトデザイ
ンで全てにおいて先進的な機能を提供する完
全な“ネットワーク”ベースのシステム。
複数のコントロールインターフェイス、プロ
セッサーコア、オーディオI/O を新しいアイ
ディアで統合し以前は不可能だった多彩なシ
ステムの設計と構築が可能。
AES67 伝送規格に準拠している Dante HC
を採用し、AoIP ベースのルーティングシステ
ムとオーディオ I/O は、分散配置やリソース
シェアリングなど柔軟で自由度が高いシステ
ム構築が可能である。 SSL の Tempest エン
ジンは、マルチコアプロッセッシングによる
CPU ベースのオーディオミキシングとプロ
セッシングをリアルタイムで行う。
オーディオのクオリティーとパフォーマンス、
つまり “サウンド” は比類のないものである。
SSL のSuperAnalogue ™ テ ク ノ ロ ジ ー
と 64-bit フローティングポイントプロセッ
シングを融合させ、最良のオーディオクオリ
ティーとパフォーマンスを提供する。強力な
Tempest エンジンは、複雑なアルゴリズムを
サンプル単位で確実に遂行する。
System T コンソールのコントロールサー
フェイスは最新のマルチジェスチャータッチ
スクリーンを採用し、コンパクトなサイズで膨
大なパラメーター・コントロールに直観的に
アクセスできる。コンソールのサーフェイスデ
ザインはそれぞれの目的に沿うよう自在に設
定できる。また、チャンネルのシグナルフロー
やバス構成を目的に合わせて自在に設定でき
るアーキテクチャー・フレキシビリティーは、
熟達したエンジニアに最高の環境を提供する
だけでなく、幅広いレンジのユーザーとプロ
ジェクトに合わせたプロセッシングの構築を
可能にする。
◇ 新 し い AWS（Analogue Workstation 

System）「デルタ」
「δelta- コントロール」と全く新しいアネル
コンセントオートメーションシステムを搭載
し、DAW による作業を基本としてしたワーク

フローSSL の培ったアグリコンセント最高の
オープン機能を統合する新時代のアナロング
ミキシングコンサルで、既存のAWS にもアッ
プグレードプランが用意されている。
AWS は、ミドルスケールのレコーディング
スタジオやプロダクションスタジオのため
にデザインされており、24ch フレームには
16ch 入力（AWS 916）、24ch 入力（AWS 
924）、48ch 入 力（AWS 948）の3 つ の
仕様がコンポジットな24 フェザーフレーム
サイズで用意されている。AWS 916 は、16 
Mic Pre、AWS 924、AWS 948 は、24 Mic 
Pre を装備している。
AWS 916 は16 個 の マ ス ク、AWS 924 と
948 は24 個のマスクを装備し、AWS 916
と924 はモノチャンネルストリップ、948 は
ステレオ/ デュアルモノチャンネルストリップ
を装備し、各チャンネルのセカンドライン入力
を使用して48 チャンネルのサミングを行う。
す べ て の モ デ ル はSuperAnalogue ™ サ ミ
ング回路と24 個のウルトラクラス。Super 
Analogue ™マイクロパック、クラシックな
SSL のデュアルカーネル EQ をすべてのチャ
ンネルに標準搭載、2 系統のアサイナブルSSL
ダイナミスク、説明不要のステレオバスコンプ
レッサー、トータルリコール機能と完全な5.1
モニタリング機能を搭載している。また、SSL
伝搬のインストールシステムと新しいδelta-
Control システムを搭載している。
さらにAWS はイーサネットにより接続して
いるハードウェアDAW コントロールロー
ラーとしての機能も持っており、AWS は耐久
性の高い専用トランジェントポットスイッチ、
V-Pot エンコーダとLED、デジタルスクリー
ニング、DAW フェーダーモード、グローバル
またはチャンネルはこのルーティンコンロー
ルとビルトインTFT スクリーンを搭載し、洗
練された使いやすいやりとりフィジカルコン
セントローラーとしての機能をアングロコン
ソールのサーフェイスに統合している。プロ
ジェクトセッション管理は "Logictivity" リ
メートブラザーによってシングルに行ってい
る。

2Uアナログアウトボード「FUSION」

System T-S300 AWS948
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L-5.5CUHD and  BCP-D55UHD

32MCK-ST

BCJ-BPLHK

同展にて、ケーブルとコネクタにビデオパッ
チ盤，光コンバータを加えた12G-SDI 伝送路
のトータルソリューションを提案したほか、
HDMI Active Optical ケーブルや有線ドロー
ンケーブルを参考出品した。
12G-SDI 対 応 製 品 に つ い て：12G-SDIは、
HD-SDI (2k･1080i) に比べ８倍、3G-SDI 

（2k･1080p）に比 べ 4倍の情報量(帯域)を
伝送できる伝送方式 （4K･2160p）であり、
SMPTE ST 20 82-1 で 2015 年に規格化
された。規格では伝送に使用するケーブル, コ
ネクタとリターンロスについても規定されて
おり、ケーブルは特性インピーダンス75Ω の
同軸ケーブル、コネクタは75ΩBNC 型コネク
タ、かつリターンロスがトータル伝送路で4dB
以上と規定されている。
信号帯域が12G-SDI 信号になってもできる
だけ従来同様の同軸ケーブルとBNC 型コネク
タで100m まで伝送したいという市場要望に
応えるため、ケーブルとコネクタの材料, 構造
および製造方法を見直しして新製品の開発を
行った。
■ 75Ω 同軸ケーブル
放送局内のスタジオ用途として広く使用され
てきた代表的な同軸ケーブル 「L-5CFB」は、
HD-SDI, 3G-SDI 信 号 を100 m 以 上 伝 送
可能であったが、12G-SDI 信号では伝送距
離はおおよそ 68m と大幅に短くなる。この
ことから、「L-5CFB」と同等のケーブル外径

（7.7mm）で12G-SDI 信 号 を100m 以 上*1)

伝送可能な同軸ケーブル「L-5.5CUHD」を開
発した。
・ 構造：同軸ケーブルは、同心円上に中心導体, 
絶縁体（誘電体）, 外部導体, 被覆という構造
からなっている。“伝送距離を伸ばす＝減衰量
を小さくする”ためには単純にケーブルを太
くすれば良いと考えられがちであるが、そこ
には特性インピーダンス、遮断周波数、機械的
強度などのパラメータや、取り扱いのしやす
さなどさまざまな点を考慮する必要がある。

「L-5.5CUHD」はそのような点を考慮してつ
くられた製品である。
・ 使用材料、構造および製造方法の最適化：使
用材料, 構造および製造方法の最適化を行う

ことにより、製品形態や施工方法は従来どおり
で、12G-SDI 信号を100m 伝送する(40dB
以下@6GHz）という目標を達成することがで
きた。本ケーブルは、放送市場における同サイ
ズの同軸ケーブルとしては現時点で最も低減
衰なケーブルで、市場でも評価が高い。
・ ラインアップ：「L-5.5CUHD」は12G-SDI
対応の L-UHD シリーズのフラッグシップモ
デルとして開発されたが、ユーザーニーズを調
査した結果、同じシリーズで太さの違う2 種類
のケーブルの要望があった。
主にラック内など短距離伝送用として、より取
り扱いやすく細いタイプのケーブルと、多少太
くても100m 超の伝送が可能な長距離伝送用
ケーブルである。
そのため、短距離伝送用ケーブルとして、
5.5 mm のケーブル外径という細さで12G- 
SDI 信号の約60m*1）の伝送を可能とした 「L- 
3.3CUHD」を発売し、11.1mm のケーブル
外径で約150m*1）近くまでの12G-SDI 信号
伝送を目標とした長距離伝送用ケーブルの 

「L-8CUHD」を現在開発中である。
これらの12G-SDI 対応ケーブルでHD-SDI, 
3G-SDI 信号を伝送することも可能。現在は
HD-SDI, 3G-SDI のシステムでも、将来12G- 
SDI のシステムを導入する予定がある場合は、
これらのケーブルを敷設しておけば将来にわ
たりさまざまな状況に対応することができる。
■ BNC 型プラグ
従来どおりの使いやすさを維持しつつ、12 
GHz で15dB のリターンロスを達成した。
・ リターンロス：26dB@3GHz、
20dB@6GHz、
   15dB@12GHz
・ 形状：ロングスリーブ形状、絶縁体ロック機

構など、カナレ製 BNCコネクタ の 特 徴 を 継
承している。

・ 構造 ：外部コンタクトのたわみによる内径変
化を極力抑え、特性インピーダンスの安定性
向上を図っている。

・ 特長 ：メスコネクタ
と本体のがたつきを
極力抑え、かん合時の
安定性向上を図って
いる。

■ BNC 型基板取り付けリセプタクル
リターンロス性能以外にも、形状と使いやすさ
を重視した。
・ リ タ ー ン ロ ス ：20dB@3GHz、15dB@ 

6GHz、10dB@12GHz
・ 形状 ：ライトアングルタイプ，（ストレートタ

イプを現在開発中）
・ 特長 ：パネルへの取り付けはねじ止めのた

め、パネル前面から容易に取り付けることが
できる。さらに高密度実装を可能とする省ス
ペースな設計となっている。

■ビデオパッチ盤
ケーブル，コネクタと同様、ビデオパッチ盤に
関しても従来品と同様の使い勝手で12G- SDI
に対応する製品の要望があった。
内部にスイッチ機能を備えた二連ビデオ
ジャックと、そのビデオジャックを組み込んだ
ビデオパッチ盤で、結合終端型と分離終端型の 
2 種類が必要になる。また、中継車でも使用可
能なように高密度かつ軽量でなくてはならな
かった。ニーズに応えるためには、使用する部
品の材質やビデオジャックの構造、またパネル
自体の構造まで全てにわたり現行品からの見
直しが必要となったが、12G-SDI に対応でき
るビデオパッチ盤を完成させることができた。
*1）伝送距離はケーブルの標準減衰量から計算

された伝送距離の目安で、伝送を保証するも
のではない。

CANARE 12G SOLUTIONS

www.canare.co. jp

88(w)x60(H)

32MCK-ST 12G-SDI
Video patchbays with dual video jacks

カナレ電気　　　　　　　　
新製品の 4K 対応波形モニター / ラスタライ
ザー「ZEN シリーズ」 を中⼼に、12G-SDI、
6G-SDI、IP、HDR、PTP など多様化する放送
規格に対応する製品を⼀堂に展示｡ ブース内
にてHDR 概要、IP 伝送概要、ZEN シリーズを
紹介するプレゼンテーションを行なったほか、
参考出品として8K 対応波形モニター、8K 対
応ビデオジェネレーター、4K/8K 対応シグナ
ルレベルメーターなどの8K 対応製品の展示
を行なった。　　

ZEN シ リ ー ズ の「LV5600/LV5300/
LV5350（ 波 形 モ ニ タ ー）、LV7600/
LV7300（ラスタライザー）」は、さまざまな
映像信号および音声信号に対応した統合型メ

ディア測定・監視装置で、LCD 一体型のモニ
タータイプと外部モニターを使用するラスタ
ライザータイプを用意している。設置場所に適
した機種選択ができる。
映 像 信 号 は12G/6G/3G/HD/SD の 各 種
SDI 信号をはじめ、Video Over IP に対応し
ており、映像信号波形表示、ベクトル表示、ピク
チャー表示、アイパターン表示により各映像信
号の測定および品質管理が行える。ピクチャー
画面上に日本語字幕を簡易表示する機能も用
意されている。ステータス表示では各種エラー
の状況やシステムの安定度がイベントログや
長時間チャートで確認できる。
音声信号は､SDI やIP でデジタル多重された
音声信号や外部から入力されたデジタル／ア
ナログ音声信号に対応しており、レベル表示や
リサージュ表示、ステータス表示、ラウドネス
測定、リップシンク（AV ディレイ）などが可能。

IP は、10GbE( ギガビットイーサ) のIP を受
信可能になる。規格は、SMPTE ST 2022-6、
SMPTE ST 2110-20/-30/-40、SMPTE 
ST 2022-7 の冗長方式に対応する。
他にも、表示画面を自由にレイアウトできるカ
スタムレイアウト機能やタッチパネル、マウス
コントロール、Web による遠隔操作など、操作
性が向上されている。
ZEN シリーズは、測定信号や機能を豊富なオ
プションより選択可能で現場にあった仕様に
カスタマイズすることができる。

リーダー電子　　　　　　　　

 2K/4K/IP/4 入力ラスタライザ「LV7600」
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オタリテック
本年は例年よりも展示スペースを拡充し、
RIEDEL のコーナーを別途向かい合わせに出
展して新製品を多数紹介。また、今年から取り
扱いを開始した新規ブランドなど多くの製品
を出展した。

＜Riedel Communications ＞
Riedel 社 か ら は ワ イ ヤ レ ス イ ン カ ム 

「Bolero」のスタンドアローンヴァージョンが
登場。アーティストイ
ンカムフレームを使用
せ ず「Bolero」の 運 用
が可能になる。
また、レバーキーを搭載
した次世代インカム端
末 「RSP-1232」、ST-
2110 対応となった 

「Micron IP」など多くの
新製品を展示。

＜OTARI LWB ＞
600 台をこえる国内導入数をもつ LWB がつ
いにメジャーアップデート。可搬型の 「LWB-
24」、据え置き型の「LWB-72」が登場。

＜LAWO ＞
LAWO 社コンソールの中でも最大の導入数を
持 つ 「mc256」が SMPTE 2110、AES67/
RAVENNA へネイティブにフルサポートし
最新第３世代ヴァージョンとして国内初お披
露目。IP 映像制作環境内で性能を最大限に発

揮できるように，SMPTE 2110 とAES67/
RAVENNA とDANTE をネイティブにフルサ
ポートし，LAWO の革新的『LiveView ™』機
能がフェーダーのラベル表示ディスプレイ内
に映像ストリームのサムネイル・プリビュー
を映し出します。『IP-Share ™』ゲイン補正
や『DSCA ™ 』（Dynamic Surface to Core 
Allocation：サーフィスからコアへの動的な
割り当て）のようなユニークな能力が追加され
たことにより，ネットワーキング用途でのクラ
ス最高の性能はさらなる高みへと引き上げら
れ，複雑なIP ベースの制作インフラストラク
チャーとしてのナンバーワンの地位はさらに
強化されている。
他にもフラッグシップ・コンソール「mc296」、
mc2 シリーズで最もコンパクトな「mc236」
など例年を上回るラインナップで展示。
ruby は小型ながら直感的で強力、そして高度
に洗練されている。完璧なネットワーキング
を実現すべく設計され，スマートなミキシン
グが行える AutoMix と操作の流れに応じて
姿を変える GUI を搭載。
スムーズかつスマートそして LAWO のエン
ジニアリングによる待望の AoIP コンソール。

＜Roswell Pro Audio ＞
Roswell Pro Audio 社のラージ・ダイフラ
ム・マイクロフォン

『Colares』は ヴ ォ ー
カル・マイクのフラッ
グシップとして誕生
した。ニュートラルな
特性をもったマイク
ロフォンではなく、
ヴィンテージ感あふ
れる豊かでリッチな
トーンが特徴。

＜PMC ＞
今年から取り扱いを開始した英国 PMC 社か
らはラージ・モニターの 「QB1-A」が国内初登
場。英国メトロポリススタジオや米国キャピト
ルスタジオなどが導入した新世代のメインモ
ニタリングシステム。他に３ウェイミッドレン
ジの IB1S-A、ニアフィールドの「twotwo」
シリーズなど多彩なラインナップを展示。（写
真上）

＜d&b audiotechnik>
新たな大型ラインアレ
イSL シリーズを展示。

『SL-Series』は 究 極 の
大型ラインアレイを設
計するという目的のも
とに開発。それぞれ 80
度と120 度の水平ディ
ス パ ー ジ ョ ン を 持 つ

「GSL8」 と「GSL12」
をラインナップ。このラ
インアレイ・モジュール
は、低域のカーディオイ
ド技術を含む技術の融
合によって全帯域で一
貫した指向特性を生み
出す。

Riedel Bolero

Riedel RSP-1232

OTARI  LWB

LAWO mc296

LAWO mc236LAWO mc256

RIEDEL の新製品を一堂に集めたブース

ビジュアルテクノロジー
高性能コンピュータの製造販売、レンタル、シ
ステム構築などを中心に事業展開している同
社では、放送・映像制作向け4K/8K ハイエン
ド映像編集ワークステーション「TRUX( ト
ラックス)」５機種を2018 年の春より販売を
開始しているが、本展においては、ITG マーケ
ティング/ 日本サムスンの展示スペースやカ
ペラシステムズブースにて、プロ用映像制作編
集向けエンジニアリングワークステーション

「TRUX」や4K/8K に対応した次世代ファイル
トランスコーダ「CambriaFTC」を展示した。
■プロ用映像制作編集向けエンジニアリン
グワークステーション「TRUX」：TRUX は
OS にWindows10 Pro(64bit 版) を 搭 載 す
るワークステーションで、搭載するCPU の
違いにより、最上級モデル「TRUX SUPER 
MAX(Xeon Gold 6136×2 基)」、中 堅 モ
デ ル「TRUX MAX(Xeon Silver4116×2
基)」、ベーシックモデル「TRUX STANDARD 
(Xeon Silver  4110×2 基)」の３つのライン
アップがあり、「STANDARD」では搭載するス
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　ビジュアルテクノロジー株式会社は、
ITG マーケティング / 日本サムスンの展
示スペースにて、プロ用映像制作編集向
けエンジニアリングワークステーション：
TRUX 及び HDR、4K/8K に対応した次
世代ファイルトランスコーダ：Cambria 
FTC（カペラ株式会社協力）を出展した。
主な出展製品案内
● プロ用映像制作編集向けエンジニアリ

ングワークステーション：TRUX　　
システムストレージに Sumsung 社製
970Pro（1TB）を使用し、システム

（Windows10Pro) の立ち上げが数十秒
で、立ち上がる。

※  カペラシステムズブースにて、プロ用
映像制作編集向けエンジニアリング
ワークステーション：TRUX が展示さ
れた。

TRUX SUPER MAX タイプ E
　1,398,000 円 ( 税込 1,509,840 円 )
　最も妥協がなく、驚異的な処理速度に加
え、高い信頼性と高性能、高品質、最高の
カスタマイズ性を備えた TRUX シリーズ
最高峰のフラッグシップモデル。

CPU：AMD EPYC 
7351(2.4GHz(MB：2.9GHz)/16 コア
(32 スレッド ) x 2
●  HDR、4K/8K に対応した次世代ファ

イルトランスコーダ：Cambria FTC  
HDR、4K/8K 対応ファイルトランス
コーダ変換サービスの概要

　ウェブ、モバイル、IPTV、放送に使用
される各種ビデオフォーマットに適した
ファイルへ変換するサービス。高度な映像
解析、解像度やフレームレートの変換、ロ
ゴ挿入や音声レベル調整等のビデオ / オー
ディオ変換も可能としている。
＜ハードウエア＞サービス専用の最新超高
性能演算サーバ主な仕様
CPU：Xeon Gold 6140 CPU(2.3GHz/
TB3.7GHz  18c(36 スレッド )) x 2
※ 1 台で 72 スレッドの処理が可能
メモリー：192GB(DDR4-2666 16GB 
x 12)  
※ メモリフル挿しで広帯域 (127.8GB/s)

を構成
HDD：SATA HDD
　希望により、最大 104 スレッドの処理

が 可 能 な Xeon Platinum 8170 CPU
で構成された最新超高性能演算サーバま
たは、最大 128 スレッドの処理が可能な 
AMD EPYC 7601 で構成された最新超
高性能演算サーバをご利用する事が可能。
＜ソフトウエア＞
Cambria FTC(HDR、4K/8K 対 応 フ ァ
イルトランスコーダ ) フルオプション構成
　Cambria FTC は、ウェブ、モバイル、
IPTV、放送に使用される各種ビデオフォー
マットに適したファイルへ変換する高品質
なファイルトランスコードソフトウェア。
　ビデオ圧縮フォーマットの変換だけでな
く、高度な映像解析、解像度やフレームレー
トの変換、ロゴ挿入や音声レベル調整等の
ビデオ / オーディオ処理機能を搭載してい
る。
Cambria FTC の主な特長
　64 ビットアーキテクチャによる 8K 解
像度の HEVC ファイルの読み込み、出
力に対応。4K コンテンツの制作 / 配信
のニーズに応え、XAVC、JPEG2000、
ProRes 422、DPX 素材の入力や高画質
な HEVC(H.265) の出力に対応。

8 K 次 代を築くソリューションがここにある。
卓 越し た 処 理 速 度 に 加 え、安 定 感と高 い 性 能 、高 い カスタ マ イズ 性 を 備 えた の が 、
T R U Xシリーズで す。4 K 8 K 映 像 制 作 編 集 に、その 実 力 が 発 揮される圧 倒 的 な パワー。
5 機 種 の 映 像 制 作 編 集 用ワークステーションが、快 適 な 処 理 速 度 や 拡 張 性をご 提 供 い
たします。  h t t p s : / / w w w. t r u x . t o k y o /

ビジュアルテクノロジー株 式 会 社   t ru x@v-t . co . j p   t e l .  03-6823-6789

ビジュアルテクノロジー ホール 8：8209
カペラシステムズブース：ホール 7  7408

ITG マーケティング /日本サムスンの展示スペース ８Kコンテンツ映像は、関西テレビ放送（カンテレ）の協
力を得た。

ITG マーケティング/日本サムスンの
展示スペース

８K コンテンツ映像は、関西テレビ放送
（カンテレ）の協力を得た。

トレージがSSD かSSHD の違いでそれぞれ２
モデル用意されている。システムストレージに
Sumsung 社製970Pro（1TB）を使用し、シ
ステム（Windows10Pro) の立ち上げが数十
秒で、立ち上がる。
■ HDR、4K/8K に対応した次世代ファイル
トランスコーダ「Cambria FTC」：ウェブ、モ
バイル、IPTV、放送に使用される各種ビデオ
フォーマットに適したファイルへ変換する高
品質なファイルトランスコードソフトウェア。
ビデオ圧縮フォーマットの変換だけでなく、
高度な映像解析、解像度やフレームレートの
変換、ロゴ挿入や音声レベル調整等のビデオ/
オーディオ処理機能を搭載している。
また、希望により、最大104 スレッドの処理が
可能な Xeon Platinum 8170 CPU で構成さ
れた最新超高性能演算サーバまたは、最大128 
スレッドの処理が可能なAMD EPYC 7601 
で構成された最新超高性能演算サーバを利用
する事が可能である。
ソ フ ト ウ エ ア は「Cambria FTC」(HDR、

4K/8K 対応ファイルトランスコーダ) フルオ
プション構成
Cambria FTC の主な特長
64 ビットアーキテクチャによる8K 解像度
のHEVC ファイルの読み込み、出力に対応。
4K コンテンツの制作/ 配信のニーズに応え、
XAVC、JPEG2000、ProRes 422、DPX 素
材の入力や高画質なHEVC(H.265) の出力に
対応している。
TRUX SUPER MAX タイプG
最も妥協がなく、驚異的な処理速度に加え、高
い信頼性と高性能、高品質、最高のカスタマイ
ズ性を備えたTRUX シリーズ最高峰のフラッ
グシップモデル。
CPU：AMD EPYCTM 7351 ＝基本クロック
2.4GHz/ 最大ブーストクロック：2.9GHz/16 
コア (32 スレッド) x 2/1,574,640 円（税
込価格)


